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　「
小
田
原
の
こ
れ
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

　「
小
田
原
の
あ
れ
を
使
っ
て
ほ
し
い
」

　
今
回
は
、
市
内
外
の
女
性
か
ら
、「
小
田

原
の
お
す
す
め
品
」を
募
集
。2
月
か
ら
3

月
に
か
け
、1
1
0
件
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　
4
月
23
日
、ハ
ル
ネ
小
田
原
で
行
わ
れ

た
最
終
選
考
会
に
は
、
応
募
さ
れ
た
商
品

か
ら
、
重
複
や
応
募
条
件
と
の
整
合
性
な

ど
を
事
務
局
が
確
認
し
た
67
点
が
勢
ぞ
ろ

い
。
各
商
品
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
50
人
の
最
終
選
考
委
員
が

投
票
に
参
加
。そ
の
結
果
、
32
点
が
、「
女

性
が
選
ん
だ
小
田
原
の
お
す
す
め
品
」に

決
ま
り
ま
し
た
。

女
性
の
目
線
で

選
ば
れ
た
商
品
は
、
32
点

手作りいか塩辛
（甘口の糀

こうじ

入／辛口の生漬）
（株）脇谷商店

梅の香（練り梅）
JAかながわ西湘

下曽我営農経済センター 梅の香女性部

いいちみそ　赤みそ
（資）加藤兵太郎商店

最終選考会のようす

小
田
原
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
6

女
性
が
選
ん
だ

小
田
原
の
お
す
す
め
品

小
田
原
に
は
、地
域
に
長
く
根
づ
い
て
き
た
名
産
品
・

特
産
品
、
地
元
で
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て
い
る
商
品
が
、

数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、小
田
原
を
連
想
さ
せ
る「
お
す
す
め
品
」

を
市
民
が
選
び
、
市
内
外
に
広
く
発
信
し
て
地
域
産

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る「
小
田
原
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
の
第
２
弾
で
は
、ど
の

よ
う
な
商
品
が
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
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広報　小田原　2016.6.13

カタクチイワシのパテ
（株）鮑

あわび

屋

極上真あじ開き干し
（株）山安

とりそぼろ
（株）東華軒

小田原アンチョビ
ひもの屋 半兵衛

シーセージ
鈴廣かまぼこ（株）

鯛
た い

めし
（株）東華軒

足柄牛カレー
（株）門屋食肉商事

はなまるピクルス
はなまるキッチン

小田原蒲
か ま

鉾
ぼ こ

「上小板」白・赤
（株）丸う田代

籠
か ご

淸
せ い

揚
（株）籠淸

わさび漬（本陣限定サイズ）
小田原かまぼこ発祥の店　鱗吉

伊
だ

達
て

巻
小田原かまぼこ発祥の店　鱗

うろこ

吉
き
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ポンデケージョ（湘南野菜でベジポン）
グリット

シフォンケーキ
（海の見える丘かんきつシフォンケーキ）

グリット

湘南ゴールドナパージュケーキ
（有）谷和

猫鈴
（株）柏木美術鋳物研究所

箱根小田原物語珈
コ ー

琲
ヒ ー

編
ダンク式コーヒーバッグ

（株）スズアコーヒー店

抹茶椀
わ ん

（株）露木木工所

黒糖マカダミア
w

ワ ラ

ara n
ノ

o b
バ ッ グ

ag
片浦レモンの生ようかん

小田原伊勢屋
小田原「城下町もなか」

本町風月堂

O d a w a r a  S e l e c t i o n

　
小
田
原
に
引
っ
越
し
て
き
て
間
も
な
い

の
で
、「
小
田
原
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
こ
と
は

知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夫
に
最
終
選

考
会
の
こ
と
を
聞
き
、「
小
田
原
の
こ
と
を

知
ろ
う
」と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
て
い
る
商
品
の
見
た
目
は
も

ち
ろ
ん
、
実
際
に
自
分
が「
食
べ
た
い
」「
使

い
た
い
」と
思
っ
た
も
の
に
投
票
し
ま
し

た
。

　
実
際
に
商
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
友

人
な
ど
へ
の
贈
り
物
に
す
る
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
選
ば
れ
た
商
品
や
こ

の
事
業
に
、興
味
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
終
選
考
委
員
に

聞
き
ま
し
た

Ｑ
■

最
終
選
考
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

Ｑ
■ 

ど
の
よ
う
な
視
点
で
選
考
し
ま
し
た
か
？

Ｑ
■ 

最
終
選
考
会
に
参
加
し
た
感
想
は
？

最
終
選
考
委
員

コ
メ
ン
ト

城
山
在
住

丹た
ん
下げ

美
雪 

さ
ん



広報　小田原　2016.6.15

小田原レモンダックワーズ
小田原洋菓子店フロマージュ

お菓子のういろう
(株)ういろう

梅ブラウニー
(株)ちん里う本店

北条三つ鱗
うろこ

ピアス
i
イ ズ ミ

zumi ジュエリーシマノ
にくきゅう
（有）乾木工

　
今
回
選
ば
れ
た
商
品
32
点
を
、一
冊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ま
す
。観
光
案

内
所
や
ハ
ル
ネ
小
田
原
に
置
く
他
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
配
り
、「
小
田
原
の
お
す

す
め
品
」を
市
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

チーズどら焼き
栄月菓子舗

夏
な つ

柑
か ん

ゼリー
菜の花ヴィレッジ HaRuNe小田原店

パリパリ焼モンブラン
菜の花ヴィレッジ H

ハ ル ネ

aRuNe小田原店

　
小
田
原
に
引
っ
越
し
て
き
て
間
も
な
い

の
で
、「
小
田
原
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
こ
と
は

知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
夫
に
最
終
選

考
会
の
こ
と
を
聞
き
、「
小
田
原
の
こ
と
を

知
ろ
う
」と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
て
い
る
商
品
の
見
た
目
は
も

ち
ろ
ん
、
実
際
に
自
分
が「
食
べ
た
い
」「
使

い
た
い
」と
思
っ
た
も
の
に
投
票
し
ま
し

た
。

　
実
際
に
商
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
友

人
な
ど
へ
の
贈
り
物
に
す
る
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
選
ば
れ
た
商
品
や
こ

の
事
業
に
、興
味
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
小
田
原
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
こ
と
は
、「
こ

ん
な
事
業
が
あ
る
ん
だ
」と
何
と
な
く
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分
の
店
の
商

品
が
推
薦
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。購
入
し
て
く
れ
た
人
か
ら「
推
薦

し
た
よ
！
」と
言
わ
れ
、推
薦
さ
れ
た
こ
と

を
初
め
て
知
っ
た
ん
で
す
。

　
小
田
原
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
選
ば
れ
た
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
、
小
田
原
を
思
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し

た
も
の
を
、
実
際
に
購
入
し
て
く
れ
た
人

が
推
薦
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
が
う
れ

し
い
で
す
ね
。

　
こ
の
う
れ
し
さ
を
忘
れ
ず
、
今
後
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

推
薦
し
て
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
い

今
回
選
ば
れ
た

商
品
の
お
店
の

人
の
コ
メ
ン
ト

i
z
u
m
i 

ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
マ
ノ

藤
沢
泉 

さ
ん
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広
報
小
田
原
5
月
1
日
号
か
ら
、
表
紙

や
各
ペ
ー
ジ
の
余
白
部
分
に
登
場
し
た
カ

ラ
フ
ル
な
「
小
田
原
」
の
文
字
に
お
気
づ

き
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
、
小
田
原
が
持
つ
新
し
い
価
値

（
魅
力
）を
市
内
外
に
発
信
し
、
小
田
原
ブ

ラ
ン
ド（
共
感
・
好
感
）を
作
り
上
げ
る
た

め
に
制
作
し
た
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
、伝
統
、文
化
と
い
っ

た
多
種
多
様
な
表
情
を
持
つ
小
田
原
。
小

田
原
の
多
様
性
は
、
感
受
性
を
高
め
、
癒

や
し
や
元
気
と
い
っ
た
人
間
が
本
来
持
っ

て
い
る
生
き
る
力
を
育
み
、強
く
す
る
価
値

（
魅
力
）を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
小

田
原
の
チ
カ
ラ
」
と
い
う
端
的
な
言
葉
で

表
現
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
、ロ
ゴ
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
小
田
原
の
新
し
い
価
値（
魅
力
）の

Ｐ
Ｒ
に
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
利
用
方
法
】

①�

小
田
原
市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
す
る
場
合
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。た
だ
し
、
使
用
に

は
遵
守
事
項
が
あ
り
ま
す
。

②�（
商
品
・
梱
包
デ
ザ
イ
ン
な
ど
）商
業
利

用
す
る
場
合
、
事
前
の
届
け
出
が
必
要
で

す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

い
た
だ
く
か
、
広
報
広
聴
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

海に臨む段々畑の
片浦レモン

高台から眺める
相模湾

曽我梅林に咲く
梅の花

伝統の小田原ちょうちん

西に臨む箱根連山と
青い空

神奈川県一の
収穫量を誇るみかん

小田原のシンボル
小田原城

足柄平野や
山合いに広がる田畑

多くの老
しにせ
舗が作り続けている

かまぼこ

ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
を
作
り
ま
し
た

「
小
田
原
の
チ
カ
ラ
」
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広報　小田原　2016.6.17

　

認
知
症
と
は
、
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
り
、
脳
の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
し
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
が
起

こ
り
、
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状
態
で

す
。

　

自
分
や
家
族
、
身
近
な
人
が
、「
認
知
症

か
も
」と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、か
か
り

つ
け
医
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
高
齢

介
護
課
、
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
で
生
活
す
る
認
知
症
の
人
、
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
人
で
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
な
い
人
や
、こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
て
も
認
知
症
の
症
状
が
顕

著
な
た
め
対
応
に
困
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家

族
を
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

家
庭
訪
問
し
ま
す
。そ
の
後
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
医
の
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

包
括
的
・
集
中
的
に
支
援
す
る
取
り
組
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
人
や
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人

が
適
切
な
支
援
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
り
、

認
知
症
の
症
状
で
家
族
が
困
っ
て
い
た
り
し

た
ら
、
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

高
齢
介
護
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
っ
て
何
？

認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業

　
認
知
症
に
な
る
と
、記
憶
力
や
理
解
力
、判

断
力
が
低
下
し
、時
間
や
場
所
の
見
当
が
つ

か
な
く
な
る
な
ど
の
症
状
に
よ
り
、生
活
が

困
難
に
な
り
ま
す
。

　
「
年
を
取
っ
た
か
ら
、忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た

ん
だ
…
」
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
。
約
6
6
0
0

人
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
タ
ー
が
増
え
れ
ば
、
皆
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知

識
を
学
び
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
小
田
原

「
お
だ
わ
ら
い
ふ
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
で
も
、
全
職
員
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る

よ
う
、
研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ

・�

目
の
前
に
い
る
人
の
顔
は
分
か
っ
て
い
て

も
、名
前
が
思
い
出
せ
な
い
。

・
約
束
を
う
っ
か
り
忘
れ
た
。

・
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ

・
目
の
前
に
い
る
人
が
誰
か
分
か
ら
な
い
。

・
約
束
を
し
た
こ
と
自
体
忘
れ
る
。

・
数
分
前
の
記
憶
が
な
い
。

 「
2
0
2
5
年
に
は
、認
知
症
患
者
が

全
国
に
7
0
0
万
人
を
超
え
、

高
齢
者
の
5
人
に
1
人
が
認
知
症
に
な
る
見
込
み
」

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
数
字
で
す
。

市
の
高
齢
者
人
口
の
見
込
み
は
、

2
0
2
5
年
に
5
万
6
0
0
0
人
。

約
1
万
1
0
0
0
人
が
認
知
症
に
な
る
推
計
で
す
。

市
で
は
、認
知
症
を
支
え
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
認
知
症
を
支
え
る

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
8
1
8
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認
知
症
に
よ
る
物
忘
れ
と

加
齢
に
よ
る
物
忘
れ
は
違
う
!?

�

高
齢
介
護
課
　
☎
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1
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2
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市には、住宅リフォームを支援する二つの制度があります。
一つは、市内施工業者で行った住宅リフォームに
地場産品などを進呈する「地域経済循環型住宅リフォーム支援事業」。
もう一つは、小田原産木材を使った住宅リフォームに
補助金を交付する「小田原産木材住宅リフォーム等助成制度」です。

市内施工業者や小田原産木材を利用して  お得に!
地域密着型の住宅リフォーム

最
大
50
万
円
！

　
小
田
原
産
木
材
を
使
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
に
は
、
両
制
度
を
活
用
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。5
万
円
分
の
商
品
な
ど
と
併
せ

て
、
最
大
で
50
万
円
程
度
を
還
元
。
併
用

を
考
え
て
い
る
人
は
、
産
業
政
策
課
、
も
し

く
は
農
政
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
、
募
集
件
数
を
上
回
る
応
募
が

あ
り
、
事
業
継
続
を
望
む
声
が
多
か
っ
た
た

め
、
今
年
度
は
募
集
件
数
を
増
や
し
ま
す
。

○
支
援
内
容　
5
万
円
相
当
の
商
品（
地
場

産
品
、
食
事
券
な
ど
）を
進

呈

○
募
集
件
数　
40
件（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
。
結
果
は
、
全
員
に
通

知
）

○
応
募
期
間　
7
月
1
日（
金
）〜
15
日（
金
）

　
小
田
原
産
木
材
を
使
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
に
対
し
て
、
助
成
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
床
・
腰
壁
に
加
え
、ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
も
助
成
の
対
象
。
床
・
腰
壁
・
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
を
全
て
施
工
す
る
と
、
最
大
45
万

円
程
度
の
助
成
額
と
な
り
ま
す
。

○
支
援
内
容
　
小
田
原
産
木
材
使
用
面
積

に
応
じ
て
、補
助
金
を
交
付

床
材（
ひ
の
き
）　　

1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り 

7
5
0
0
円

腰
壁
材（
杉
・
さ
わ
ら
）　　
　

1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り 

3
7
0
0
円

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り 

1
万
2
7
0
0

円
○
募
集
件
数　
先
着
15
件
程
度

○
応
募
期
間　

7
月
1
日（
金
）〜
平
成
29

年
2
月
15
日（
水
）

制
度
を
利
用
し
て
、

地
域
貢
献
！

  産業政策課　☎33-1555
農   政   課　☎33-1491

木
の
香
り
で
、安
ら
ぎ
も

蓮
正
寺
在
住
　
奥
津
さ
ん

　
床
材
の
張
り
替
え
を
検
討
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
市
か
ら
「
小
田
原
産
木
材
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
等
助
成
制
度
」
と
と
も
に
、
市

内
施
工
業
者
の
工
事
で
5
万
円
相
当
の
地

場
産
品
な
ど
が
い
た
だ
け
る
と
聞
き
、
思

い
切
っ
て
小
田
原
産
木
材
を
使
っ
た
床
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
見
た
目
も
き
れ
い
に
な
り
、
さ
ら
に
、
木

の
よ
い
香
り
が
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

イメージ

制度
1
地
域
経
済
循
環
型
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

制度
2
小
田
原
産
木
材
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
7
7
7
7

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
0
5
1
1

リフォーム前

リフォーム後

リフォーム例

※�

対
象
住
宅
・
要
件
・
応
募
方
法
・
対
象

工
事
例
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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　自治会は自主的に組織された、地域の交流や親睦に欠かせ
ない存在です。皆でまちづくりに参加し、互いに助け合う、
住みよいまちを目指しましょう。

自治会長名簿平成28 年度

緑 第 1区 伊東　秀敏
駅前第 2区 栗田　康宏
第 3区 松下　弘
浦町 土谷　正光
第 4区 染野　耐
第 5区 一寸木　吉久
竹花 髙橋　正
銀座 髙梨　保夫

新　玉　台宿 市川　幸男
大工町 吉村　順一
第 9区 井島　幸男
第 10区 土屋　裕利
第 11区 飯田　和男
第 12区 西山　洋一
第 13区 池田　尚文
新宿 山崎　純一

万　年 第 15区 栢沼　正直
第 16区 岩本　辰男
第 17区 萩原　敏行
第18区髙梨町 加藤　芳永
第 19区 小髙　伯夫
第 20区 -1 秋鹿　浩史
第20区 -2青物町 前田　誠

幸 第 21区 桑原　義樹
第 22区 大矢　紀一
第 23区 栗山　茂男
第 24区 山口　芳司
第 25区 渡辺　光男
第 26区 瀬戸　裕一
第 27区 瀬戸　充

十　字 第 28区 小峯　正嗣
第 29区 小西　正人
第 30区 佐野　朝幸
第 31区 満谷　裕公
第 32区 山﨑　時子

片　浦　石橋 矢郷　昌行
米神 葊石　計典
根府川 葊井　博直
江之浦 高橋　照治

早　川 木地挽 大坪　孝壽
早稲田 石川　孝史
向口 浦井　康雄
西組 國見　光範
中組 加藤　敬典
東組 日下部　幸高

大　窪 第 58区 下川　泉
第 59区 野崎　忠
第 60区 風間　孝男
第 61区 石幡　保雄
第 62区 服部　泰一
第 63区 山田　養一
第 64区 秋山　眞一

山王
網一色

山王松原 黒澤　朝光
山王西 瀬戸　晃
山王東 森　正
山王 70区 譲原　平海
網一色 常盤　一郎

足　柄 第 33区 佐藤　豊
セントラルハイツ 北舘　時雄
第 34区 髙橋　一雄
第 35区 萩原　一夫
第 36区 曽我　和夫
第 37区 柳下　登

芦　子 寺町 金子　和充

芦　子 荻窪 田嶋　邦典
上谷津 礒崎　透
中谷津 村野　芳一
下谷津 佐久間　悦夫
入谷津 八田　迪男
池上 市川　勇

二　川 井細田一区 中戸川　孝
第 43区 門松　清
第 44区 土屋　桂一郎
小田原
グリーンタウン 世古　智也

久　野 宮本 湯川　増夫
久野坂下 斉藤　利男
京福台 大竹　久
北久保 藤田　幸雄
下宿 皆木　孝常
久野中宿 初瀬川　健次
星山 早泉　淳三
中久野 門松　武則
三国 大沼　静男
留場 駿河　寛
坊所 佐藤　敏夫
欠ノ上 磯﨑　繁幸
舟原 一寸木　誠一
諏訪原 石井　啓二
和留沢 葊川　登
小田原
サニータウン 西山　康隆

東富水 蓮正寺第 1 菅原　鋭進
蓮正寺第 2 土屋　晧
蓮正寺第 3 田村　克夫
蓮正寺第 4 永田　秀夫
蓮正寺第 5 国原　邦夫
蛍田駅前 宮下　由香
霞ノ瀬 栗田　哲夫
狩川 林　一男
蛍生会 葊重　知子
蓮正寺住宅 吉葉　茂樹
よし田 夏井　信策
蛍田中央 中島　哲夫
中曽根 金子　穗積
飯田岡東 立木　一成
堀之内 岩崎　良春

富　水 飯田岡本村 香川　輝夫
飯田岡若宮 本木　忠一
飯田岡飯中 山本　春雄
飯田岡楠 浦　公男
柳新田 小林　誠一
小台 内海　勇
池田 中野　武
新屋 鈴木　敏
府川 稲子　順正
久所 川田　義雄
仲沢 撫井　清
北ノ窪 髙橋　曻
穴部 川﨑　功一
穴部新田 葊川　明
上清水 木村　秀昭
下清水 髙田　義夫

桜　井 寺下 下田　成一
高河原 釼持　和明
河原庭 和島　武則
西之庭 横山　春夫
新屋敷 釼持　奏治

桜　井 浅原 青木　富雄
東栢山中の町 曽我　節夫
東栢山学校前 窪田　寛
東栢山城北 近藤　赳夫
東栢山道下 二宮　葊明　
東栢山道上 宮内　宏人
柳町 渡邊　照美
西栢山 小澤　安久
栢山清流荘 島添　照正
弥生 三上　知樹

酒匂・
小八幡

酒匂 1区 須藤　光雄
酒匂 2区 大木　実
酒匂 3区 太田　実
酒匂 4区 小野寺　稔
酒匂 5区 山崎　文夫
酒匂 6区 大川　憲治
酒匂 7区 椎野　二郎
酒匂 8区 大木　徹
酒匂 9区 田中　好宏
酒匂 10区 安藤　和
酒匂 11区 上田　光男
酒匂 12区 深田　脩敬
酒匂 13区 富永　正昭
酒匂 14区 澤井　俊夫
酒匂 15区 深澤　淳一
酒匂 16区 菊田　一成
酒匂 17区 原田　憲彦
小八幡 1区 譲原　春夫
小八幡 2区 長崎　源市
小八幡 3区 大木　義則
小八幡 4区 塩海　一男
小八幡 5区 譲原　克明
小八幡 6区 斉藤　和幸
小八幡 8区 松嶋　健一
小八幡 9区 大塚　洋
小八幡 10区 天野　聡

下府中 下堀 楮木　美行
中里 1区 -1 原　照夫
中里 1区 -2 秋山　榮太郎
中里 2区 神部　敏男
矢作 天野　忠敬
鴨宮 2区 髙橋　和之
鴨宮 3区 剱持　寿重
鴨宮 4区 -1 相沢　葊悦
鴨宮 4区 -2 府川　貴晴
鴨宮 5区 内田　静一
大道 青木　清二

富士見 南鴨宮 1区 露木　史郎
南鴨宮 2区 関野　次男
南鴨宮 3区 渋川　一衛
南鴨宮 4区 小河　卓二
南鴨宮 5区 瀬戸　成男

豊　川 飯泉 1区 頼田　勗
飯泉 2区 和田　道明
飯泉 3区 大木　隆
東成田 植村　久夫
西成田 堀　眞佐司
成和 梅野　明啓
桑原 澤地　光春
富士見 細羽　英昭

上府中 高田別堀西 沖山　明
高田別堀南 粟飯島　美津久
高田別堀東 二見　武夫
上千代 小池　規雄

上府中 上原 伊藤　立
下千代 高橋　和夫
永塚 小宮　邦雄
東大友 吉本　順
西大友 古宮　研三
延清 生沼　豊

曽　我 上曽我 柳川　貢
中河原 柏木　茂髙
下大井 渡辺　勉
鬼柳 杉崎　光由
曽我大沢 前場　利己
春木住宅 柿澤　広明
籠場住宅 秋本　武男
花里住宅 新鹿　勲

下曽我 曽我原 曽我　祐行
曽我谷津 神保　雅亘
曽我岸 柏木　政弘
曽我別所 中村　隆夫
曽我神戸 佐宗　教安
曽我山岸 香川　幸一

国府津 国府津第 1区 松本　今朝臣
国府津第 2区 関野　英夫
国府津第 3区 朝倉　義勝
国府津第 4区 朝倉　寛二
国府津第 5区 石塚　勇
国府津第 6区 髙槗　正則
国府津第 7区 佐藤　哲男
国府津第 8区 木村　宗嗣
国府津第 9区 佐藤　清
国府津第10区 川口　博三
国府津第11区 星野　國三
国府津第12区 野地　賢二
国府津第15区 川口　眞弘
国府津第16区 小林　昭
国府津第18区 八田堀　光男
国府津第19区 小岩　幸雄

橘　南 西 大曽根　一郎
中宿 石塚　美彦
向原 椎野　禎章
町屋 遠藤　剛
押切 峯尾　博司
羽根尾 駒澤　昭久
JR前川アパート 川井　修

橘　北　中村原第 1区 篠田　守義
中村原第 2区 多田　文男
中村原第 3区 峯尾　俊一
中村原住宅 鈴木　武
中村原第 6区 中垣　勉
中村原第 7区 重田　雅彦
小船第 1区 船津　宣夫
小船第 2区 石塚　八郎
山西 田中　伸義
小竹下 野地　諭
小竹打越 岸　広久
小竹坂呂 栗山　光信
小竹脇 岸　文雄
明沢 秋沢　武雄
沼代 江川　到
上町 早野　耕右
橘団地一般住宅 土井　浩義
さつきが丘 相田　裕二
湘南橘台住宅 田中　正俊
若葉台 大場　道博

連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名

  地域政策課　☎33-1457

敬称略、太字は自治会連合会長（6月1日現在） 

小田原市自治会総連合 役員　
会 長 木村秀昭　副会長 瀬戸充、川口博三　会 計 加藤芳永
理 事 飯田和男、市川勇、駿河寛、関野次男、椎野禎章　
監 事 野崎忠、柳下登、太田実

広報　小田原　2016.6.19
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連

載昨
年
7
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
大
改
修
を
終
え
、

5
月
1
日
に「
小
田
原
城
天
守
閣
」が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

安
心
・
快
適
に
な
っ
た
天
守
閣
。
歴
史
好
き
を
も
う
な
ら
せ
る
展
示
内
容
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
小
田
原
城
に
は
、
皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
工
夫
が
あ
り
ま
す
。

小田原合戦での北条方の紹介パネル

 

観
光
課
　
☎
23 - 

1
3
7
3

新
・
小
田
原
城
　
見
参

平
成
の
大
改
修

連

載

目
で
見
て
、
楽
し
む

　

今
回
の
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
特
徴

は
、
１
階
は「
江
戸
時
代
の
小
田
原
城
」、

２
階
は「
戦
国
時
代
の
小
田
原
城
」な
ど
、

階
層
ご
と
に
テ
ー
マ
を

設
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
テ
ー
マ
に
合
っ

た
大
き
な
パ
ネ
ル
を
大

幅
に
増
や
し
た
り
、大
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
像
を
流

し
た
り
、視
覚
に
訴
え
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。1
・

2
・
5
階
に
は
映
像
シ

ア
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、豊
臣
秀
吉
と
小
田
原
北
条
氏

が
対
決
し
た
1
5
9
0（
天
正
18
）年
の

「
小
田
原
合
戦
」を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
は
、豊
臣
方
と
北
条
方
の
動
き
を
比
較

す
る
年
表
や
、双
方
の
兵
力
を
示
す
図
な

ど
を
使
い
な
が
ら
合
戦
の
推
移
を
説
明

し
て
い
ま
す
。

　
目
で
見
て
楽
し
め
る
天
守
閣
に
、ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
た
な
展
示

2階映像シアター

こ
こ
が
見
ど
こ
ろ
！

圧
巻
！
三
つ
葉
葵
紋
の
瓦

　
江
戸
時
代
の
小
田
原
城
に
は
、幕
府
・

将
軍
家
用
の
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
徳
川
家
の
家

紋
と
し
て
知
ら
れ
る「
三
つ
葉
葵あ

お
い」紋
が

刻
ま
れ
た
瓦か

わ
ら

が
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
て
い
た
御ご

用よ
う

米ま
い

曲く
る

輪わ

か
ら

も
、こ
の
瓦
が
数
多
く
出
土
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、三
つ
葉
葵
紋
が
刻

ま
れ
た
よ
り
す
ぐ
り
の
瓦
が
集
結
。江
戸

の
西
を
守
る
城
と
し
て
、
幕
府
と
深
い

関
係
が
あ
っ
た
小
田
原
城
の
姿
を
紹
介

し
ま
す
。

瓦が語る小田原城コーナー



O D A W A R A  I N F O R M A T I O N

広報　小田原　2016.6.111

　
市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以

上
の
人
に
、
特
定
健
診
の
案
内（
緑
色
の
封

筒
）を
5
月
末
に
送
り
ま
し
た
。
案
内
に
記

載
の
医
療
機
関
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者
平
成
28
年
4
月
1
日
か
ら
健
診
当

日
ま
で
、
継
続
し
て
小
田
原
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
今
年
度
40
～
74
歳
に
な
る
人

受
診
期
間

6
月
1
日（
水
）～

平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）

内
容

身
体
測
定
、
血
圧
検
査
、
尿
検
査
、

心
電
図
検
査
、
内
科
診
察
、
血
液
検

査
な
ど

負
担
金
2
0
0
0
円（
※
1
）

　
対
象
者
に
は
、
5
月
末
に
受
診
案
内
を

送
り
ま
し
た（
特
定
健
診
案
内
と
同
封
、
ま

た
は
黄
色
い
は
が
き
）。
申
込
先
と
実
施
医

療
機
関
を
確
認
し
、
予
約
し
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

　
実
施
医
療
機
関
や
負
担
金
は
、
受
診
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　対
象
者

小
田
原
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

各
種
が
ん
検
診
の
年
齢
条
件
な
ど

に
該
当
す
る
人

受
診
期
間

6
月
1
日（
水
）～

平
成
29
年
3
月
31
日（
金
）

種
類
20
歳
以
上
の
女
性:

子
宮
頸け

い

が
ん

40
歳
以
上
の
男
性
・
女
性:

大
腸
が

ん
・
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
乳
が
ん（
女

性
の
み
）

50
歳
以
上
の
男
性:

前
立
腺
が
ん

※
1�

「
特
定
健
診
」
と
「
が
ん
検
診
」
は
、70

歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
。ま
た
、69

歳
以
下
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
受
診
す
る
2
週
間
前
ま
で
に
健

康
づ
く
り
課
に
申
請
す
る
と
、
無
料

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健
康
づ

く
り
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
の
市
の
国
民
健
康
保
険
の
特
定

健
診
対
象
者
で
、
特
定
健
診
の
代
わ
り
に

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
に
、
自
己
負

担
額
の
半
分（
上
限
1
万
円
）を
助
成
し
ま

す
。

申
請
場
所

市
役
所
2
階 

保
険
課
2
番
窓
口

人
間
ド
ッ
ク
受
診
結
果
表
、
領
収

書
、
特
定
健
診
受
診
券
、
朱
肉
を

使
う
印
鑑
、
世
帯
主
の
口
座
情
報

が
分
か
る
も
の（
通
帳
な
ど
）、保
険

証
、
申
請
書（
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

※ 

特
定
健
診
受
診
券
を
な
く
し
た
人
は
、

健
康
づ
く
り
課
に
連
絡
し
、
事
前
に
再

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

受
診
結
果
は
、
統
計
資
料
と
し
て
国
に

報
告
す
る
他
、
市
の
統
計
や
保
健
事
業

に
活
用
し
ま
す
。

※ 

今
年
度
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
人
、

世
帯
の
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
人
、
受

診
日
ま
で
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を

喪
失
し
た
人
、
特
定
健
診
の
受
診
項
目

を
満
た
さ
な
い
人
は
、
助
成
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

  
保
険
課
　
☎
33 - 

1
8
4
5　  （
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
・
が
ん
検
診
の
内
容
に
つ
い
て
は
）健
康
づ
く
り
課
　
☎
47 - 

0
8
2
0　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
0
4
8
0

　
　
　
　
　
　
　

  

P
2
0
2
4
1

特
定
保
健
指
導

　

特
定
健
診
で
血
中
脂
質
・
血
糖
・
腹

囲
な
ど
が
基
準
値
を
超
え
た
人
に
は
、特

定
保
健
指
導
の
利
用
案
内
を
送
り
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
症
状
の
重
症
化

を
防
ぎ
、
健
康
的
な
生
活
を
送
る
手
助

け
と
な
る
も
の
で
す
。無
料
で
利
用
で
き

ま
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、生
活
習
慣
病
の
予
防
と
、増

え
続
け
る
医
療
費
の
適
正
化
を
目
指
し
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ（
医
療
機
関
の
受
診
デ
ー

タ
と
健
診
結
果
デ
ー
タ
）を
分
析
。
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
予
防
や
受
診
勧
奨
な

ど
の
事
業
を
効
率
的
、
効
果
的
に
行
う

た
め
に
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
計
画
に
基
づ
く
保
健
事
業
の

対
象
者
に
案
内
を
送
り
ま
す
の
で
、ご
活

用
く
だ
さ
い
。

体
の
異
変
　
す
ぐ
に
見
つ
け
る
　
健
康
診
断
を
受
け
よ
う

特
定
健
診（
健
康
診
断
）

人
間
ド
ッ
ク
助
成

が
ん
検
診

申
請
に

必
要
な

も
　
の

特定健診案内封筒



O D A W A R A  I N F O R M A T I O N

山口充弘さん

12

松
原
薫
さ
ん（
1
9
8
8
年
ソ
ウ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
4
×
1
0
0

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
出
場
）　
他

　
　

●�
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会

　
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
練
習
や

タ
ッ
ク
ル
を
体
験
し
ま
す
。

　
講
師
小
田
原
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

●�

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会

　
皮
製
ボ
ー
ル
を
投
げ
、
白
い
的ま

と

球だ
ま

に

近
づ
け
る「
ボ
ッ
チ
ャ
」を
体
験
し
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
公
式
種
目
で
す
。

　
講
師
横
浜
ボ
ッ
チ
ャ
協
会

●�

車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
見
て
、
聴
い
て
、

学
ぼ
う
！
　
実
演
・
講
演
会

　
講
師

山
口
充
弘
さ
ん（
市
内
在
住
車
い

す
ラ
ン
ナ
ー
）

　
市
内
や
近
隣
地
域
の
求
人
情
報
と
、
就

職
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
す
る
「
お
仕
事

ナ
ビ
お
だ
わ
ら
」。
求
人
情
報
の
掲
示
板
機

能
に
加
え
、7
月
か
ら
「
求
職
者
マ
イ
ペ
ー

ジ
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
マ
イ
ペ
ー
ジ
で
は
、
求
職
者
が
希
望
す

る
仕
事
に
近
い
求
人
情
報
を
簡
単
に
検
索 

し
、企
業
と
求
職
者
が
サ
イ
ト
上
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
元
で
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
は
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。な
お
、
求
人
情
報
の 

閲
覧
は
自
由
で
す
が
、マ
イ
ペ
ー
ジ
の
利
用

に
は
登
録
が
必
要
で
す（
利
用
料
無
料
）。

 

　
　
　http://w

w
w

.odaw
ara-

w
ork.com

/

　
6
月
は
雨
が
多
い
季
節
で
す
。
近
年
、

「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
と
呼
ば
れ
る
短
時
間
で

局
所
的
に
降
る
大
雨
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
雨
が
多
く
降
る
と
、「
が
け
崩
れ
」
や

「
土
石
流
」
な
ど
、
土
砂
災
害
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
「
平
成
28
年
熊
本
地

震
」
で
も
、
地
震
で
地
盤
が
緩
ん
だ
と
こ

ろ
に
大
雨
が
降
り
、「
土
砂
災
害
」
が
発
生

し
、
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
る
と
、

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
気
象
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
砂
災
害
は
突
発
的
に
起
こ
り
ま
す
。

自
宅
付
近
に
斜
面
が
あ
る
場
合
は
、
日
頃

か
ら
状
況
を
確
認
し
、
大
雨
の
と
き
は
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
土

砂
災
害
が
発
生
し

て
か
ら
の
避
難
は

危
険
で
す
。
早
め

の
避
難
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ 

開
設

「
お
仕
事
ナ
ビ
お
だ
わ
ら
」

日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難

６
月
は
、

土
砂
災
害
防
止
月
間

  

産
業
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
1
4

  

建
設
政
策
課
　
☎
33 - 

1
5
3
1

求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
の
公
開
日

パ
ソ
コ
ン
版
　
　
　
　
7
月
4
日（
月
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
　
8
月
1
日（
月
）

※�

6
月
29
日（
水
）〜
7
月
3
日（
日
）は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　��

P
1
4
2
9
9

　
　
　
　
　
　
　��

P
2
0
5
0
5

土砂災害

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
や
、
2
0
1
9

年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
き
っ
か

け
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、

小
学
生
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
、

先
着
2
0
0
人
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

日
時
7
月
2
日（
土
）午
前
9
時
～
正
午

（
受
付
：
午
前
8
時
30
分
か
ら
）

場
所
城
山
陸
上
競
技
場
　

※ 

雨
天
開
催（
ラ
グ
ビ
ー
体
験
会
を

除
き
、
管
理
棟
内
で
実
施
）

※ 

来
場
に
は
公
共
交
通
機
関
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
在
住
の
小
学
生

参
加
料
無
料

持
ち
物
運
動
が
で
き
る
服
装
、飲
み
物
、

タ
オ
ル

内
容

●�

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
か
ら
学
ぼ
う

「
走
る
」「
投
げ
る
」
体
験
教
室

講
師
ワ
ー
ル
ウ
イ
ン
ド
陸
上
ク
ラ
ブ

堀ほ
り

籠ご
め

佳
宏
さ
ん（
2
0
0
8
年
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
4
×
4
0
0

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
出
場
）

お
だ
わ
ら
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
6

  
企
画
政
策
課
　
☎
33 - 

1
3
7
9
　
　
　
　
　
　
　��

P
2
0
5
0
7

堀籠佳宏さん

松原薫さん



火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

　
平
成
27
年
度
に
避
難
行
動
要
支
援
者

世
帯
を
対
象
に
調
査
し
た
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
率
は
61
・
1
パ
ー
セ

ン
ト
。
全
国
の
設
置
率
よ
り
、
約
20
パ
ー

セ
ン
ト
も
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
警
報
器
が
作
動
し
た
こ
と
で
、早
期
の

通
報
や
避
難
に
つ
な
が
り
、大
切
な
人
命

や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
が
、

い
く
つ
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。警
報
器

を
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は
、早
急
に
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
率
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
を
目

指
し
て
い
ま
す
。火
災
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

広報　小田原　2016.6.113

2
0
1
6
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
平
成
18
年
6
月
に
、
新
築
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
条

例
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
10
年
。

10
年
が
経
過
す
る
と
警
報
器
本
体
が
劣
化

し
、
火
災
を
感
知
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
新
し
い
警
報
器
に
交
換
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
池
切
れ
や
環
境
に
よ
っ
て
、
作

動
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期

的
に
電
池
や
作
動
を
確
認
し
、
適
正
に
維

持
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

作
動
し
ま
す
か
？
　
住
宅
用
火
災
警
報
器

  
予
防
課
　
☎
49 - 

4
4
3
0

忘
れ
ず
に
交
換

　
市
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）納
税
通
知

書
を
、6
月
10
日（
金
）に
発
送
し
ま
す
。通

知
書
に
は
、
平
成
27
年
中
の
所
得
と
、
今

年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
の
金
額
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
人
は
、
納

期
限
を
確
認
し
、
金
融
機
関
な
ど
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
以
下
」
で
、「
そ
の
他
の
所
得
が
20
万

円
以
下
」
の
場
合
、
確
定
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、
医
療
費
、
生
命
保
険

料
な
ど
源
泉
徴
収
票
に
含
ま
れ
な
い
控
除

を
追
加
す
る
場
合
、
市
民
税
・
県
民
税
申

告
が
必
要
で
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、
朱
肉
を
使
う
印
鑑
、

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、
控
除
に
必

要
な
資
料（
医
療
費
の
領
収
書
、生
命
保
険

料
の
控
除
証
明
書
な
ど
）を
持
参
し
、
市
民

税
課（
市
役
所
2
階
9
番
窓
口
）で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
に
か
か
る
市
民
税
・
県
民
税

は
、
公
的
年
金
支
給
時（
年
6
回
）に
特
別

徴
収（
差
し
引
き
）し
て
い
ま
す
。
納
付
方

法
が
変
わ
る
だ
け
で
、
税
額
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
納
税
通
知
書
に
は
、「
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
税
額
」
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
65
歳
に
な
る
人（
昭
和
25

年
4
月
3
日
〜
昭
和
26
年
4
月
2
日
生
ま

れ
）は
、
10
月
か
ら
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ

ま
す
。

　
法
令
の
適
正
運
用
や
納
税
者
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
給
与
か
ら
の
特

別
徴
収（
差
し
引
き
）を
進
め
て
い
ま
す
。

原
則
、
給
与
受
給
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
全
額
が
給
与

か
ら
の
特
別
徴
収
と
な
る
人
は
、
勤
務
先

を
通
じ
て
通
知
書
が
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、

納
税
通
知
書
は
発
送
し
ま
せ
ん
。

平
成
28
年
度

市
民
税
・
県
民
税（
住
民
税
）の
納
税
通
知
書
を
発
送

  

市
民
税
課
　
☎
33 - 

1
3
5
1

　
　
　
　
　
　
　  

P
0
4
0
8
1

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
0
5
7
7

公
的
年
金
所
得
者
で
、

確
定
申
告
を
し
な
か
っ
た
人
へ

公
的
年
金
か
ら
の
市
民
税
・
県
民

税
の
特
別
徴
収（
差
し
引
き
）

給
与
か
ら
の
市
民
税
・
県
民
税
の

特
別
徴
収（
差
し
引
き
）

消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
火
そ
の
時
　
そ
の
場
所
で	
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あふれる 魅力 ハルネ情報 6月

主催・問 大村楽器リベルテセンター　☎22-7135
日  時  6月16日（木）

           第1部　午後1時～2時
           第2部　午後2時15分
                          ～3時15分
           第3部　午後3時30分
                         ～4時30分
出  演  入江新一郎、三

み

科
しな

かをり、武田慎一、前田富博、磯崎丈
じょう

曲  目  Let It Be,close to youなど
※楽器の体験コーナーもあります。

主催・問 小田原・箱根「からくりパズル」を広める会　
            ☎32-3631（（有）からくり企画内）
日  時  6月4日（土）

           午前11時～午後6時
内  容    ・からくりパズルの

             展示・販売
           ・からくりパズル遊びの
             名人 による実演

主催・問 弥
や よ い

生会　☎35-5805
            （寄木細工のつゆき内）
日  時  6月25日（土）・26日（日）

           午前11時～午後5時
内  容    ・木製品の展示・販売

　　 　・ズク削り体験　

主催・問 文化政策課　☎33-1706
日  時  6月22日（水）

            午後0時20分～0時40分
出  演  大川琢也（篠

しの

笛）、
            高橋俊樹（二

に

胡
こ

）、
　　　 高田明

み

沙
さ

（ピアノ）、瑳
さ

劉
りゅう

謙
けん

（ギター）
曲  目  もものけ姫、アメージング・グレース、賽

さい

馬
ま

など

ヤマハ ポップスコンサート＆特別体験会からくりパズルマーケット

昼のミニコンサート～和
わ

音
いん

が奏でる癒やしのミニコンサート～

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

小田原・箱根の木製品の職人グループ
「弥生会」展示即売会

〈連載〉

小田原城天守閣リニューアルオープン記念
小田原城のあゆみ（総集編）　　
平成28年度よい歯のコンクール入賞作品展

 
～6月21日（火）

6月22日（水）～7月14日（木）

ハルネギャラリー
展示予定
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わ
る
志
あ
る
若
い
大
工
も
関
わ
り
ま
し
た
。

「
孫
・
ひ
孫
の
世
代
も
、
大
工
さ
ん
が
生
き

生
き
し
て
い
る
よ
う
に
」若
者
に
技
術
を
つ
な

ぎ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
、
小
田
原
を
見
守
っ
て
き

た
摩
利
支
天
像
。
見
守
っ
て
く
れ
た
お
か
げ

で
育
っ
た
樹
齢
約
３
０
０
年
の
杉
木
を
柱
に

使
い
、
摩
利
支
天
像
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
ま
し
た
。「
将
軍
柱
」と
呼
ば
れ
る
中

心
柱
か
ら
は
、
継
承
さ
れ
て
き
た
技
術
の
冴さ

え
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
文
化
財
の
整
備
な
ど
に

地
域
で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
て
い
け
る
と

よ
い
で
す
ね
」

　

小
田
原
の
職
人
が
製
作
す
る
よ
う
す
は
、

天
守
閣
最
上
階
で
上
映
し
て
い
る
映
像
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

５
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
小

田
原
城
天
守
閣
。
最
上
階
に
あ
る「
摩ま

利り

支し

天て
ん

安
置
空
間
」は
、
地
域
の
木
材
を
使
っ
て

地
域
の
人
の
手
で
再
現
さ
れ
ま
し
た
。
育
っ

た
地
域
で
使
わ
れ
る
木
に
は
ス
ト
レ
ス
が
か

か
ら
ず
、
施
設
も
長
持
ち
し
ま
す
。

　

芹
澤
さ
ん
は
棟
梁
と
し
て
、
再
現
業
務

全
体
を
指
揮
。
山
を
整
備
す
る
人
、
運
び

出
し
て
木
材
に
す
る
製
材
工
、
木
材
を
組
み

立
て
る
大
工
、
皆
の
力
が
結
集
し
、
形
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
先
人
が
残
し
た
技
は
、
そ
れ
を
必
要
と

す
る
現
場
が
な
け
れ
ば
、
引
き
継
が
れ
て
い

き
ま
せ
ん
」

　

再
現
業
務
に
は
、
日
頃
は
別
の
業
務
に
携

芹澤毅
たけし

さん

小
田
原
の
技
を
、
次
世
代
へ

摩 利 支 天
を 祭 る 空 間
を 再 現

製材を担った大山謙司
さんと、将軍柱を囲ん
で。「技が継承されな
いと、文化が途絶えて
しまう」と大山さん。
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み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

〈 連 載 〉

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
14

　
新
玉
地
区
で
は
、自
治
会
や
各
種
団
体
が
連
携
し
、多
彩
な
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　
新
玉
小
学
校
で
毎
年
行
う「
新
玉
学
区
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、
教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

自
治
会
、
地
区
体
育
協
会
が
協
働
で
開
催
。
地
域
の
皆
が
体
を
動
か
し
、
楽
し
く
触
れ
合
って
い

ま
す
。

　
地
区
で
活
動
す
る
団
体
が
一
堂
に
集
ま
る「
新
玉
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」で
は
、
平
成
24

年
6
月
の
発
足
以
来
、「
防
災
」を
テ
ー
マ
に
協
議
。
地
域
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

地
震
発
生
直
後
か
ら
避
難
す
る
ま
で
の「
初
動
対
応
」が
分
か
る
啓
発
ち
ら
し
の
作
成
や
、
安
否

確
認
・
情
報
受
伝
達
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
健
康
お
だ
わ
ら
普
及
員
は
、
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者
同

士
の
交
流
を
目
的
に「
新
玉
地
区 
お
ひ
さ
ま
広
場（
地
域
子
育
て
広
場
）」を
第
11
区
公
民
館
で

運
営
し
、読
み
聞
か
せ
や
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
1
5
9
0（
天
正
18
）年
、豊
臣
秀
吉
は
小
田
原

城
を
開
城
さ
せ
、天
下
統
一
を
果
た
し
ま
し
た
。こ

の「
小
田
原
攻
め
」に
備
え
る
た
め
、北
条
氏
は
土

塁
や
堀
に
よ
って
で
き
た
総
延
長
約
9
キ
ロ
の
壮
大

な「
総そ

う

構が
ま
え

」を
築
き
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
は
、総
構

の
内
側
を「
小
田
原
府
内
」と
呼
び
、そ
の
中
に
今

日
の
新
玉
地
区
は
あ
り
ま
す
。

　

地
区
内
に
は
当
時
の
面
影
が
残
り
、新
玉
小
学

校
の
裏
で
は
土
塁
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
他
、歴
史

あ
る
寺
社
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
台だ

い

宿じ
ゅ
く」「
大だ

い

工く

町ち
ょ
う」と
いっ
た
旧
町
名
が
現

在
の
生
活
の
中
に
息
づ
き
、通
り
に
は
当
時
の
町
名

が
刻
ま
れ
た
町
名
石
碑
が
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

新
玉
地
区

地
域
を
一
つ
に

歴
史
の
名
残
を
感
じ
て

小
田
原
駅
か
ら
北
東
1
〜
2
キ
ロ
に
位
置
す
る
新
玉
地
区
。

地
区
の
西
部
を
南
北
に
つ
な
ぐ「
新
栄
通
り
」か
ら「
国
際
通
り
」沿
い
に
は
商
店
街
が
あ
り
、

そ
の
東
に
は
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
寺
社
が
多
い
こ
と
も
地
域
の
特
徴
で
す
。

　
災
害
発
生
直
後
か
ら
避
難

す
る
ま
で
の「
初
動
対
応
」が
、

人
命
に
大
き
く
影
響
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
訓

練
で
は
、「
新
玉
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」で
協
議
・
検
討
し
た
結
果
を
基
に
、
初
動
対
応
に
特

化
し
た「
安
否
確
認
訓
練
」や
避
難
経
路
を
一
部
通
行
止
め
に
し
た「
避
難
訓
練
」、資
機
材
を
使
っ

て
倒
壊
家
屋
か
ら
被
災
者
に
見
立
て
た
人
形
を
救
出
す
る「
救
出
訓
練
」な
ど
、
実
践
的
な
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
訓
練
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
初
動
対
応
の
大
切
さ

を
認
識
し
、協
力
し
て
助
け
合
う
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

飯田和男さん

新
玉
地
区
自
治
会
連
合
会 

会
長

新
玉
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

委
員
長

石碑

おひさま広場（地域子育て広場） 防災訓練



次回は…

　歯
茎
や
歯
を
支
え
る
周
辺
組
織
が
壊

さ
れ
て
い
く
歯
周
病
。「
歯
肉
が
腫
れ
て

い
る
」「
歯
を
磨
く
と
出
血
す
る
」「
口
臭

が
き
つ
い
」
と
い
っ
た
初
期
症
状
が
あ
り

ま
す
。
悪
化
す
る
と
、歯
が
抜
け
落
ち
る

こ
と
も
。

　し
か
し
、歯
周
病
の
怖
さ
は
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
、歯
周
病
は
脳

血
管
疾
患
を
は
じ
め
、体
の
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
と
関
連
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

・
脳
梗
塞
・
脳
卒
中
・
狭
心
症
・
心
筋

梗
塞…

歯
周
病
に
よ
る
炎
症
が
続
く

と
、動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
物
質
が

分
泌
さ
れ
ま
す
。

・
糖
尿
病…

歯
周
病
に
よ
る
炎
症
が
続

く
と
、糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
る
物
質
が

分
泌
さ
れ
ま
す
。

・
早
産…
歯
周
病
に
よ
る
炎
症
が
続
く

と
、子
宮
の
収
縮
な
ど
に
関
わ
る
物
質

が
出
て
き
て
、早
産
を
招
い
た
り
、胎
盤

に
影
響
を
与
え
た
り
し
、胎
児
の
成
長

を
妨
げ
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
誤
嚥
性
肺
炎…

気
管
に
入
っ
た
だ
液

中
の
歯
周
病
菌
が
肺
に
感
染
し
て
、肺

炎
を
起
こ
し
ま
す
。

歯
周
病
に
か
か
る
と
上
が
る
危
険
性

　「日
本
歯
科
人
間
ド
ッ
ク
学
会
」
に
よ

る
と
、歯
周
病
に
か
か
る
と
「
脳
梗
塞
」

「
心
筋
梗
塞
」
の
発
症
率
が
３
〜
４
倍
、

2
5
0
0
グ
ラ
ム
未
満
の
子
ど
も
を
出
産
す
る
確
率
が
３
〜

７
倍
に
な
る
そ
う
で
す
。

　歯
周
病
を
防
ぐ
に
は
、自
分
に
合
っ
た
正
し
い
歯
磨
き
を

続
け
る
こ
と
と
、定
期
的
な
歯
科
健
診
が
大
切
で
す
。
自
分

で
は
気
づ
か
な
い
歯
の
汚
れ
や
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
も
、歯
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
口
を
保
つ
た
め

第2通　

「意外？ 口の健康と
脳血管疾患のつながり」

①

②
③

④

⑤

チンゲンサイをゆで、水気を絞り
２cmに切る。
調味料を合わせる。
軸を取った生しいたけを、アルミ
ホイルを敷いたオーブントース
ターで両面焼く。
③の生しいたけを細切りにし、②
につける。
食べる直前にしらす・①のチンゲ
ンサイとあえる。

チンゲンサイやレモンに含まれるビタミンC
は、皮膚や口の粘膜を強くします。また、し
らすやチンゲンサイはカルシウムを多く含
み、歯を強くします。

しらすとチンゲンサイ、
しいたけのレモン酢あえ

しっかりかんで食事を取ると、口の健
康につながります。

「うす味の味覚を育てよう。子どもの頃からの脳血管疾患予防」を、お届けします。

歯
周
病
が
原
因
!?

お
く
ち
の
け
ん
こ
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　6
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
　マ
ロ
ニ
エ

日
時

場
所

こ
う
そ
く

ご

え
ん

健 康 応

作 り 方

援 レ シ ピ

材料（４人分）
　・しらす　　　　大さじ2（12g）
・チンゲンサイ  300g（４株）
・生しいたけ　　6枚
・レモン汁　　　大さじ1
・酒　　　　　　大さじ1
・しょうゆ　　　大さじ１

調味料

は
み
が
き
こ

は
み
が
き
こ

脳血管疾患死亡率が高い小田原市。
あなたやあなたの家族を守るのは、暮らしの中のちょっとした心掛けです。
ここでは、今日から生かせる予防法など、お役立ち情報をお届けします。

（協力：一般社団法人小田原歯科医師会）

連　載

延 ば せ 健 康 寿 命

健康づくり課　☎47-0820問

発行：小田原市   〒250-8555  小田原市荻窪300番地  市役所総合案内   ☎0465-33-1300
編集：企画部広報広聴課   ☎0465-33-1261  FAX0465-32-4640  ⓒ小田原市2016・6
広報小田原は、資源保護のため再生紙を使用しています。
5月1日現在 小田原市の人口 193,686人　79,680世帯（平成27年 国勢調査速報値基準）

新しい小田原をイメージする市のブランドロゴとして、
小田原の多様な素材を用いてデザインしています。
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